
花粉除去温水装置
生産性向上の強い味方！

KHW-1100DP

なぜ花粉ジミは通常の洗車作業で落とせない？なぜ花粉ジミは通常の洗車作業で落とせない？

花粉ジミを落とすには？花粉ジミを落とすには？

門型洗車機
手洗い洗車 高圧温水洗浄

花粉に含まれるペクチンという物質が水分 ( 雨など ) により溶け出し、
車のボディ( 塗装の中 ) に浸透して落としにくくなるのです。

機器内部

温度表示

花粉ジミ汚れ
※画像はイメージです。

ペクチンは「熱に弱い」性質があります。
約 70℃以上の熱で分解できます。 
様々な熱源がありますが、本製品は効率よく連続して 75℃以上の
お湯を出し続け花粉を落とします。

※�車に積もった雪を溶かすなど本来の目的以外には使用
しないでください。

※本製品は高圧温水洗浄ではありません。

ブラシでこすっても花粉ジミは落ちない 吐出の勢いが強く効率よくかけ続けられない

常　温 約65℃前後
（連続吐出）

各洗浄機器による比較

花粉除去装置

75℃以上のお湯を安定して効率よくかけ
続けられる

約75℃前後
（連続吐出）

効率的

　型　　式　 KHW-1100DP
最 高 設 定 温 度 （℃） 90
吐 出 圧 力（Mpa） 約0.08
吐 出 量（L/min） 約4.0
使 用 燃 料 灯油
燃 料 消 費 量（L/h） 約5.0
貯 湯 量（L） 約12.6
給 水 量（L/min） 5
給 水 圧（MPa） 約0.2〜0.75
本 体 寸 法
（巾×奥行×高さ）（㎜） 555×620×1,055

本 体 重 量（㎏） 約70
電 源（V、A） AC200　単相　2



電気ケトルなどでお湯をかける電気ケトルなどでお湯をかける

花粉除去装置を使用する花粉除去装置を使用する

■ 電気ケトルを使用した場合

■ 花粉除去装置を使用した場合

現在、車両の花粉ジミ除去を行う際のスタンダードな方法は、家庭用の電気ケトルなどでお湯を
沸かし、車両に掛ける方法です。
もちろんこの方法でも花粉ジミを除去することが出来ますが「車両全体にお湯を掛けようとする
と複数回お湯を沸かす必要がある = お湯を沸かすのに時間がかかる」また「お湯の跳ね返りや
塗布時の液だれにより作業者がやけどをする」と言ったデメリットがあります。

花粉除去装置では起動後、約 2 分で 75℃以上のお湯が連続で
吐出出来ます。
そのため都度お湯を沸かす必要がなく作業時間の短縮につながり
ます。
お湯は噴射ノズルの先端から吐出され、かつ高圧洗浄機と異なり、
噴射圧も弱いため作業者への跳ね返りを抑制しやけどの危険性を
低減しています。

※作業時間やランニングコストは参考値となります。各種条件により前後いたします。

車 1 台あたりケトル 10 杯の使用を想定

1台当たり10 分
1日20 台花粉除去を行った場合、
約 3 時間の時間短縮が可能です。

作業時間比較表 （車1台の花粉除去を行う場合）

ランニングコスト

6分 3 分 6分 3 分

5 杯分まとめて
お湯を作る

車両へ
お湯を掛ける

5 杯分まとめて
お湯を作る

車両へ
お湯を掛ける 　計18分

2分 6分

お湯を
作る

車両へ
お湯を掛ける 　計8分

作業時間を大幅に短縮
その差 約10分

花粉除去装置の方が
約490円も
お得です。

電気代 水道代
（0.24円 /L）

燃料代
（120円 /L）

人件費
（3,000円 /1時間） 計

電気ケトル 41.2 円 2.88円 ー 900円（18分） 計944円

花粉除去装置 0.25円 5.76円 50.4 円 400円（8分） 計456円
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